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東京 ・ 大阪における街区気象と需要工 ネル ギー

の 計測 （1）

　　　一小型計測機器の 開発と観測ネ ッ トワ
ークの構築一

重田 祥範 （岡大院 ・自然科学）・大橋唯太 （岡山 理大 ・総合情報）
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1．は じめ に

　近年，都市部 に おけるヒ
ー

トア イラン ド現象の 影響 が社会問

題として取り上げられるようになっ た．東京都 の 年平均気温 は

過 去 100年 で 地 球 温 暖化の 4倍 に相 当す る約 3℃ も上 昇して

お り，熱 中症 の 患者 が 年間で 1万 入 を超 すなど，事態 は 深刻

で ある．その ため，ヒ
ー

トア イラン ド現象 の 抑制として 都市緑化

など気 温 緩 和 効果 の 観点か ら多くの 研 究 が お こなわ れ て い る．

しか し，都 市温 暖化対策を進 め てい く上 で は，気 温 の 抑制効

果 とい う単
一

側面 か らの 評価だけで はなく，気象と需要 エ ネル

ギ
ー

の 両 観点か ら評価す べ きと言える，

以 上 の 背景 をもとに ， 本研 究で は ， 東京 と大 阪 に お い て 対

象的な 街区構造を有する街 区域 に お い て ，大気熱環境測定

を同時 に お こ な い ，地 域ス ケー
ル の ヒ

ートア イラン ド対策を定

量 的 に 評 価するとともに
， 街 区 内 で の 需 要 エ ネル ギ ーと大気

熱 環 境 へ の 関連 性 に つ い て 解 析 す るこ とを 目的 とした ．

2．小 型計測機器の開発

　大気熱環境の 時空間的変動を把握 するた め に は ，測定 に

対して 精度，応答性，価格 面 などの ス ペ ッ クを総合的 に満 た し

た小 型 の 高精度な 計 測 機 器 が必 要 とな る．

　そ こで ，本研 究 で は 都 市 気 象観測 に 十 分対 応 可 能 な 温 熱

環境測定器 の 開発 を試 みた．開発 した 温 熱環境 測定器 の 測

定項 目は，乾 球 ， 湿 球，黒 球 で ある （図 1）．温 度 セ ン サ
ー

部 は ，

高 精 度 サ ーミス タ温 度計 （お ん どとり Jr，RTR − 52 ；T＆ D ）を使

用 した．

　測定器 の 実用性を定量的 に 確 認 す る た め ，強制 通 風 式 と

自然 通 風 式の 双 方 の 場合 に お い て ア ス マ ン 通 風 乾湿 計 SK −

RHG （佐 藤計 量 機器 製 作所 ；気 象庁 検 定 付 き）を基 準 器 として

検定をお こ なっ た．その 結果，自然通風式 で も基準器 との 差

が 乾球，湿 球温 度 ともに ± O．2℃ 以 内 で あっ た．こ れ は温 湿 度

を測定す る際 に 太陽 か らの 放射 を完全 に 遮断す るこ とがで き

れ ば，自然 通 風 式 で も f分 な 精度 で 測定 卩∫能 で あるこ とを意

味して い る．なお，黒 球 温度 にっ い て は，谷 口 ほ か （2007）に

よっ て 報告して い る．
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　　　　 図 1．開発した小型計測機器 （単位 は mm ）．

3．観測ネッ トワーク

　本研究で は，典型 的な夏季晴天 H が 継続した 2007 年 8 月

1〜16 日の 期間に東京と大阪 にお い て 前述 の 小型計測機器

を用 い ，広 域か つ 多地 点 で の 同時気象観測を お こ なっ た．観

測対象 地 域 は ，建 物用途や人 工 排熱 量 が 対 照 的と予 想 され

る，東京 で は オフ ィス 街区と住宅街区，大阪 で は オ フ ィス街 区

と住 宅街区，さらに商業 街 区 であ る （図 2）．約 500〜1000m 四

方 の 各街区内 の 街路樹や 街路灯 に計測機 器 を約 10〜20 地

点設置した．測定地点は，局地的な影響をで きる限り受けな

い ように 細 心 の 注 意 を払 い ， 地 上 高約 2〜3m とい う設 置条件

に す べ て 統
一

をした ，測 定項 目 は ， 乾 球 温 度 ・湿 球 温 度で あ

る，なお ，大 阪 に お い て は 黒球温度も測定 した．

　　　　図 2．東京と大阪に おける観測街 区 の 位置．
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